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論文指導 科目責任者および科目担当者

看護管理学特論Ⅰ 池田真理

看護管理学特論Ⅱ 池田真理

看護管理学特論Ⅲ 池田真理

看護管理学演習Ⅰ 池田真理

看護管理学演習Ⅱ 池田真理

看護管理学特別研究 池田真理

看護職生涯発達学特論Ⅰ 佐藤紀子、草柳かほる、多久和善子、山口紀子

看護職生涯発達学特論Ⅱ 佐藤紀子、草柳かほる、松嵜英士、原美鈴

看護職生涯発達学特論Ⅲ 佐藤紀子、草柳かほる、原三紀子

看護職生涯発達学演習Ⅰ 佐藤紀子、草柳かほる、原三紀子、香川秀太

看護職生涯発達学演習Ⅱ 佐藤紀子、草柳かほる

看護職生涯発達学特別研究 佐藤紀子

クリティカルケア看護学特論Ⅰ 小泉雅子、飯岡由紀子

クリティカルケア看護学特論Ⅱ
小泉雅子、飯岡由紀子、中田潤子、小川洋司、志賀剛、
鈴木豪、庄田守男、川俣貴一、貞廣智仁、田中伸枝、
有泉俊一、久保豊

クリティカルケア看護学特論Ⅲ
小泉雅子、飯岡由紀子、中田潤子、山口淳一、芹澤直紀、
南雄一郎、川俣貴一、貞廣智仁、谷澤武久、山田卓司、
久保豊

クリティカルケア看護学特論Ⅳ
小泉雅子、飯岡由紀子、峯川美弥子、末永きよみ、
佐藤憲明、山崎千草

クリティカルケア看護学特論Ⅴ
小泉雅子、飯岡由紀子、小林礼実、山崎千草、山中源治、
遠藤奈津美、岡部祥

クリティカルケア看護学演習Ⅰ
小泉雅子、飯岡由紀子、日沼千尋、中田潤子、志賀剛、
新井光太郎、佐藤憲明、工藤順子

クリティカルケア看護学演習Ⅱ 小泉雅子、飯岡由紀子、小林礼実

クリティカルケア看護学演習Ⅲ☆ 小泉雅子、飯岡由紀子、山内典子、大友陽子、工藤順子

クリティカルケア看護学実習Ⅰ☆ 小泉雅子、飯岡由紀子、小林礼実、峯川美弥子

クリティカルケア看護学実習Ⅱ 小泉雅子、飯岡由紀子、小林礼実、峯川美弥子、山崎千草

クリティカルケア看護学実習Ⅲ☆
小泉雅子、飯岡由紀子、小林礼実、峯川美弥子、
山崎千草、佐藤憲明

クリティカルケア看護学課題研究 飯岡由紀子、小泉雅子

クリティカルケア看護学特別研究 飯岡由紀子、小泉雅子

がん看護学特論Ⅰ 飯岡由紀子

がん看護学特論Ⅱ
飯岡由紀子、山口直人、竹下信啓、丸山隆志、有賀淳、
岡本高宏

がん看護学特論Ⅲ 飯岡由紀子、花出正美、本田晶子

がん看護学特論Ⅳ
飯岡由紀子、吉村美樹、三浦美奈子、新井敏子、
花出正美、大堀洋子、秋山正子

がん看護学特論Ⅴ 飯岡由紀子、佐藤裕子

がん看護学演習Ⅰ 飯岡由紀子、伊東俊雅、三村直美、中山祐紀子

がん看護学演習Ⅱ 飯岡由紀子、竹下信啓、三村直美、佐藤弘、安田妙子

がん看護学演習Ⅲ☆ 飯岡由紀子、原美鈴、小川朝生、中島豪、竹下信啓、森田賢

がん看護学実習Ⅰ 飯岡由紀子

がん看護学実習Ⅱ 飯岡由紀子

がん看護学実習Ⅲ☆ 飯岡由紀子、三村直美

がん看護学実習Ⅳ☆ 飯岡由紀子、三村直美

がん看護学課題研究 飯岡由紀子

がん看護学特別研究 飯岡由紀子
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看護学研究科専任教員

氏　名 職名 科目名

守屋　治代 教授
基礎看護学特論Ⅰ、基礎看護学特論Ⅱ、基礎看護学特論Ⅲ、基礎看護学演習Ⅰ、
基礎看護学演習Ⅱ、基礎看護学特別研究、看護理論、看護教育論

池田　真理 教授
看護管理学特論Ⅰ、看護管理学特論Ⅱ、看護管理学特論Ⅲ、
看護管理学演習Ⅰ、看護管理学演習Ⅱ、看護管理学特別研究、
看護政策論、看護管理論、国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語演習

佐藤　紀子 教授
看護職生涯発達学特論Ⅰ、看護職生涯発達学特論Ⅱ、看護職生涯発達学特論Ⅲ、
看護職生涯発達学演習Ⅰ、看護職生涯発達学演習Ⅱ、看護職生涯発達学特別研究、
看護理論、看護教育論、看護倫理

飯岡　由紀子 教授

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅰ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅲ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅳ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅴ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅰ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅲ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅰ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅲ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学課題研究、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論特別研究、
がん看護学特論Ⅰ、がん看護学特論Ⅱ、がん看護学特論Ⅲ、がん看護学特論Ⅳ、
がん看護学特論Ⅴ、がん看護学演習Ⅰ、がん看護学演習Ⅱ、がん看護学演習Ⅲ、
がん看護学実習Ⅰ、がん看護学実習Ⅱ、がん看護学実習Ⅲ、がん看護学実習Ⅳ、
がん看護学課題研究、がん看護学特別研究、
コンサルテーション論、病態生理学

小川　久貴子 教授

ウーマンズヘルス特論Ⅰ、ウーマンズヘルス特論Ⅱ、ウーマンズヘルス特論Ⅲ、
ウーマンズヘルス特論Ⅳ、ウーマンズヘルス演習Ⅰ、ウーマンズヘルス演習Ⅱ、
ウーマンズヘルス課題研究、ウーマンズヘルス特別研究、
助産学特論Ⅰ、助産学特論Ⅲ、助産学特論Ⅳ、

長江　弘子 教授
老年看護学特論Ⅰ、老年看護学特論Ⅱ、老年看護学特論Ⅲ、老年看護学特論Ⅳ、
老年看護学特論Ⅴ、老年看護学演習Ⅰ、老年看護学演習Ⅱ、老年看護学実習Ⅰ、
老年看護学課題研究、老年看護学特別研究、看護研究

田中　美恵子 教授

精神看護学特論Ⅰ、精神看護学特論Ⅱ、精神看護学特論Ⅲ、精神看護学特論Ⅳ、
精神看護学特論Ⅴ、精神看護学演習Ⅰ、精神看護学演習Ⅱ、精神看護学演習Ⅲ、
精神看護学実習Ⅰ、精神看護学実習Ⅱ、精神看護学実習Ⅲ、精神看護学実習Ⅳ、
精神看護学課題研究、精神看護学特別研究、
看護理論、看護研究、看護倫理、臨床薬理学

清水　洋子 教授

地域看護学特論Ⅰ、地域看護学特論Ⅱ、地域看護学特論Ⅲ、地域看護学特論Ⅳ、
地域看護学特論Ⅴ、地域看護学特論Ⅵ、地域看護学演習Ⅰ、地域看護学演習Ⅱ、
地域看護学実習Ⅰ、地域看護学実習Ⅱ、地域看護学実習Ⅲ、地域看護学課題研究、
地域看護学特別研究

日沼　千尋 教授

小児看護学特論Ⅰ、小児看護学特論Ⅱ、小児看護学特論Ⅲ、小児看護学特論Ⅳ、
小児看護学演習Ⅰ、小児看護学演習Ⅱ、小児看護学演習Ⅲ、小児看護学実習Ⅰ、
小児看護学実習Ⅱ、小児看護学実習Ⅲ、小児看護学課題研究、
小児看護学特別研究、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅰ、臨床薬理学

尾﨑　恭子 教授
研究方法（臨床医学的研究）、臨床薬理学、病態生理学、老年看護学特論Ⅱ、
老年看護学特論Ⅲ、精神看護学特論Ⅳ、助産学特論Ⅰ

南家　由紀 准教授 研究方法（臨床医学的研究）、病態生理学

菊池　昭江 准教授 基礎看護学特論Ⅳ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学演習Ⅱ、看護教育論

原　三紀子 准教授 看護職生涯発達学特論Ⅲ、看護職生涯発達学演習Ⅰ、フィジカルアセスメント

小泉　雅子 准教授

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅰ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅲ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅳ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅴ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅰ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅲ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅰ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅲ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学課題研究、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論特別研究、
先端医療、フィジカルアセスメント、病態生理学

土江田奈留美 准教授
ウーマンズヘルス演習Ⅱ、ウーマンズヘルス実習、ウーマンズヘルス課題研究、
ウーマンズヘルス特別研究、助産学特論Ⅰ、助産学特論Ⅱ、助産学演習Ⅰ、
助産学演習Ⅱ、助産学実習

坂井　志麻 准教授
老年看護学特論Ⅱ、老年看護学特論Ⅳ、老年看護学特論Ⅴ、老年看護学演習Ⅱ、
老年看護学実習Ⅰ、老年看護学実習Ⅱ、看護研究
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氏　名 職名 科目名

関森　みゆき 准教授
小児看護学特論Ⅱ、小児看護学特論Ⅲ、小児看護学演習Ⅰ、小児看護学実習Ⅰ、
小児看護学実習Ⅱ、小児看護学実習Ⅲ、小児看護学課題研究、
小児看護学特別研究、ウーマンズヘルス演習Ⅰ

諏訪　茂樹 准教授 社会学、小児看護学特論Ⅰ

松嵜　英士 准教授 臨床心理学、看護職生涯発達学特論Ⅱ、小児看護学特論Ⅰ

伊東　栄子 准教授 研究方法(生体・生理学的研究)

神山　暢夫 准教授 研究方法(生体・生理学的研究)

見城　道子 講師 基礎看護学特論Ⅱ、基礎看護学特論Ⅲ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学演習Ⅱ

加藤　京里 講師 基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学演習Ⅱ

草柳　かほる 講師
看護職生涯発達学特論Ⅰ、看護職生涯発達学特論Ⅱ、看護職生涯発達学特論Ⅲ、
看護職生涯発達学演習Ⅰ、看護職生涯発達学演習Ⅱ

原　　美鈴 講師 看護職生涯発達学特論Ⅱ、がん看護学演習Ⅲ、フィジカルアセスメント

竹内　道子 講師
ウーマンズヘルス実習、助産学特論Ⅰ、助産学特論Ⅱ、助産学特論Ⅳ、
助産学演習Ⅰ、助産学演習Ⅱ、助産学実習

抜田　博子 講師
ウーマンズヘルス演習Ⅱ、ウーマンズヘルス実習、助産学特論Ⅰ、助産学特論Ⅱ、
助産学特論Ⅳ、助産学演習Ⅱ、助産学実習、

原沢　のぞみ 講師
老年看護学特論Ⅲ、老年看護学演習Ⅰ、老年看護学実習Ⅰ、老年看護学実習Ⅱ、
フィジカルアセスメント

小山　達也 講師
精神看護学演習Ⅰ、精神看護学演習Ⅱ、精神看護学演習Ⅲ、精神看護学実習Ⅰ、
フィジカルアセスメント

犬飼　かおり 講師
地域看護学特論Ⅱ、地域看護学特論Ⅲ、地域看護学特論Ⅳ、地域看護学演習Ⅰ、
地域看護学演習Ⅱ

奥野　順子 講師 小児看護学演習Ⅰ、小児看護学実習Ⅰ、小児看護学実習Ⅱ、小児看護学実習Ⅲ

小宮山　陽子 助教 基礎看護学特論Ⅰ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学演習Ⅱ

林　　由佳 助教 基礎看護学特論Ⅱ、基礎看護学特論Ⅲ、基礎看護学演習Ⅰ、基礎看護学演習Ⅱ

多久和　善子 助教 看護職生涯発達学特論Ⅰ

山口　紀子 助教 看護職生涯発達学特論Ⅰ

小林　礼実 助教
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅴ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学演習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅰ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅱ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅲ、フィジカルアセスメント

峯川　美弥子 助教
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学特論Ⅳ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅰ、ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅱ、
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護学実習Ⅲ、フィジカルアセスメント

三浦　美奈子 助教 がん看護学特論Ⅳ、フィジカルアセスメント

渡邉　賢治 助教 老年看護学演習Ⅰ、老年看護学実習Ⅰ

異儀田はづき 助教 精神看護学特論Ⅴ、精神看護学演習Ⅲ、精神看護学実習Ⅰ

飯塚　あつ子 助教
精神看護学演習Ⅰ、精神看護学演習Ⅲ、精神看護学実習Ⅰ、
フィジカルアセスメント

渡辺　昌子 助教 地域看護学演習Ⅰ、地域看護学演習Ⅱ

髙　　紋子 助教 地域看護学特論Ⅰ、地域看護学特論Ⅳ、地域看護学演習Ⅰ、地域看護学演習Ⅱ

吉澤　裕世 助教
地域看護学特論Ⅰ、地域看護学特論Ⅱ、地域看護学特論Ⅲ、地域看護学演習Ⅰ、
地域看護学演習Ⅱ

櫻田　章子 助教 小児看護学演習Ⅰ

田幡　純子 助教 ウーマンズヘルス実習、助産学特論Ⅱ、助産学演習Ⅱ、助産学実習

潮田　千寿子 助教
ウーマンズヘルス実習、助産学特論Ⅱ、助産学特論Ⅳ、助産学演習Ⅰ、
助産学演習Ⅱ、助産学実習

鈴木　小弥香 助教 ウーマンズヘルス実習、助産学演習Ⅱ、助産学実習

鈴木　香緒理 助教 フィジカルアセスメント

那須　実千代 助教 フィジカルアセスメント
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Ann B. Hamric, Charlene M. Hanson Advanced Practice Nursing An Integrative Approach, 2013

Patricia R.Underwood (1995)
18(5):4-12.

Schein Edgar H. (1999)

Lippitt G.  Lippitt K 1986 : The Consulting Process in Action.La Jolla, CA University
Association, California.

(2004)
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科目名

　(2単位　15コマ）

科目担当者

講義概要

1.

2.

講義のすすめ方

成績評価の方法

時間 担当者 講義概要

13:00～17:35 看護職の生涯発達①②看護職と生涯発達

看護職の生涯発達③④聴くこと／語ること

看護職の生涯発達⑤⑥聴くこと／語ること

看護職の生涯発達⑦⑧聴くこと／語ること

看護職の生涯発達⑨⑩省察すること

看護職の生涯発達⑪⑫省察すること

看護職の生涯発達⑬⑭⑮省察すること
　　　　　　　　　　　『知』の創造

6月20日(月)

出席・参加度（発表の準備度、討議への参加）50%　レポート　50%
「聴くこと、語ること、省察すること」　締切　　平成28年9月30日

佐藤　紀子
草柳かほる
山口　紀子
多久和善子

13:00～16:00

講義日程

コマ数 日程

1～3 4月11日(月)

4・5 5月9日(月)

12・13 6月27日(月)

14・15 9月26日(月)

6・7 5月16日(月)

8・9 5月30日(月)

10・11

学生による発表と討議を中心に進める。必要によって講義形式をとる。

参考文献

鷲田清一 「聴くことの力－臨床哲学試論」　 阪急コミュニケーションズ　　1999

野口裕二 「物語としてのケア」　医学書院 　2002

ドナルド・ショーン著　柳沢昌一監訳 「省察的実践とは何か」　鳳書房　 2007

ドナルド・ショーン著　佐藤学訳 「専門家の知恵」　 ゆみる出版 　2001

佐藤紀子 「看護師の臨床の『知』－看護職生涯発達学の視点から－」　 医学書院 　2007

看護職生涯発達学特論Ⅰ（看護職の生涯発達）　　

○佐藤　紀子、草柳　かほる、山口紀子、多久和善子

実践科学である看護学の特徴を踏まえ、自分と他者とが関与する場において「聴くこと」「語ること」
「対話すること」「省察すること」などを通して、その過程で創造される『知』について、理論的かつ
実践的に探求する。

到達目標

「聴くこと」「話すこと」「対話すること」「省察すること」を哲学的な立場から理解する。

「聴くこと」「話すこと」「対話すること」「省察すること」をとおして、実践科学である看護学に
おける『知knowledgeの創造』について理解する。
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Protocols for Best Practice 4th ed., NY: Springer Publishing

－ 131 －



9:00 10:25

9:00 12:00

9:00 12:00

9:00 16:00

9:00 16:00

9:00 12:00

－ 132 －



9:00 10:25

9:00 12:00

9:00 12:00

9:00 12:00

13:00 16:00

9:00 12:00

13:00 16:00

9:00 12:00

10 11

12 13

10 5 ( )

10 5 ( )

9 14 ( )

4 5 9 15 ( )

6 7 9 28 ( )

8 9 9 28 ( )

1 8 31 ( )

2 3

14 15 10 12 ( )

－ 133 －



－ 134 －



－ 135 －



－ 136 －



－ 137 －



－ 138 －



－ 139 －



－ 140 －



－ 141 －



－ 142 －



－ 143 －



－ 144 －



－ 145 －



－ 146 －



－ 147 －



－ 148 －



－ 149 －



－ 150 －



－ 151 －



－ 152 －



－ 153 －



13:00 14:25

14:35 16:00

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

9:00 10:25

10:35 12:00

13:00 14:25

14:35 16:00

16:10 17:35

13:00 14:25

4 14 ( )

4 28 ( )

5 12 ( )

5 28 ( )

7 9 ( )

4 21 ( )

7 29 ( )

Porche,D: Public & Community Health Nursing Practice,Sage,2004

Rice, R.: Home Care Nursing Practice: Concepts and Application, 4th ed., Mosby, 2005

－ 154 －



13:00 14:25

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

8
7 7 ( )

9

9 1 ( )

6 23 ( )
5

6
6 30 ( )

7

10

11

1

2

3

4

6 2 ( )

6 16 ( )

15

9 8 ( )

9 15 ( )

12

13

14

Mason, D.J., et al.: Policy & Politics in Nursing and Health Care, 6th ed., Saunders, 2011

Harris, M: Handbook of home Health Care Administration,5ed.,Jones & Bartlett Learning.2009

－ 155 －



13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

11 14 ( )

11 21 ( )

10 3 ( )

10 17 ( )

10 24 ( )

7

8

9

10 31 ( )

11 7 ( )

1

2

3

4

14

15 11 28 ( )

10

11

12

13

5

6

Fertman, C.I., et al.: Health Promotion Programs: From Theory to Practice, Jossey-Bass,2010

Doyle, E.I., et al.: Process of Community health Education and Promotion, 2nd ed., Waveland Pr Inc, 2009

Lowenstein, A., et al.: Teaching Strategies For Health Education And Health Promotion: Working With
Patients, Families, And Communities, Jones & Bartlett Learning, 2008

－ 156 －



 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:0015 12 1 ( )

11 24 ( )

9
11 17 ( )

10

11

14 12 1 ( )

12
11 24 ( )

1
10 6 ( )

2

3
10 13 ( )

4

5
10 20 ( )

6

7
11 10 ( )

8

Rice, R.: Home Care Nursing Practice: Concepts and Application, 4th ed., Mosby, 2005

13

－ 157 －



10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

13:00 14:25

14:35 16:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

 9:00 10:25

10:35 12:00

13:00 14:25

14:35 16:00

13:00 14:25

14:35 16:00

Abramson, J., et al.,: Research Methods in Community Medicine: Surveys,
Epidemiological Research, Programme Evaluation, Clinical Trials [Kindle Edition],

12 8 ( )

12 15 ( )

12 19 ( )

1 16 ( )

1 19 ( )

1 26 ( )

12 22 ( )

1 12 ( )

Harris, M.J.: Evaluating Public and Community Health Programs, Jossey-Bass, 2010

－ 158 －



Atman, DG: 1999

EBM 2003

－ 159 －



10:35 14:25

14:35 17:35

10:35 14:25

14:35 17:35

10:35 17:35

10:35 12:00

13:00 17:35

10:35 14:25

14:35 17:35

 9:00 17:35

10:35 17:35

21 26 6 29 ( )

27 30 7 6 ( )

5 25 ( )
9 13

14 18
6 15 ( )

6 1 ( )

5 11 ( )

6 8 ( )

19 20 6 22 ( )

1 2 4 13 ( )

3 4 4 20 ( )

5 6 4 27 ( )

7 8

－ 160 －



1 4

5 8

17 20

9 12

13 16

29 30

25 28

21 24

－ 161 －



－ 162 －



－ 163 －



Population-centered approach 
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科目名

(2単位）

科目担当者

実習目的

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

3.

4.

指導体制

評価

実習中は担当教員のスーパービジョンを週１回程度受ける。スーパービジョンは実習施設と大学内
の両方で行われる。
実習施設においては適宜カンファレンスを行い、実習指導者、小児看護専門看護師、小児看護師や
他の医療専門職からの助言・フィードバックを積極的に受ける。

実習内容50%、レポート50%

詳細は別途提示する。

実習方法

実習期間：2年次　５月～６月

実習日程
　　　期間　平成29年5月8日（月）～5月31日（水）まで（この内約　14日間）　１限～５限
　　　　　　　実習期間は、到達目標が達成するまで継続するものとする。

実習施設：東京女子医科大学病院、八千代医療センター、東医療センター

実習内容

主に外来診察室において、健康障害のある子どもへの医学診断および治療までの医学的アセス
メント過程を見学し、10例以上についてレポート報告する。

子どもの年齢、疾患を考慮して、幅広い事例を選択して見学する。

医師や他職種との討議、カンファレンスに参加し、スーパービジョンを受ける。

上記の実習に関して実習の場、状況の開拓および計画は指導教員に指導を受け、自ら自律して
行う。

小児看護学実習Ⅰ☆

○日沼　千尋、関森　みゆき､ 奥野　順子、永田　智、杉原　茂孝

小児の診断治療実習
小児期に特有な疾患の診断および治療方法を学び、健康障害のある子どもへの看護実践において必
要な（医学的）臨床判断能力を修得する。

到達目標

小児期に特有な疾患の病態生理と診断、治療方法について述べることができる。

診断のために必要な検査法および結果の判断について述べることができる。

小児の薬物治療法について述べることができる。

子どもの健康に関する履歴を系統的に聴取することができる。

小児に特有な疾患の診断治療過程を見学実習し、10例以上についてレポート報告ができる。
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科目名

(4単位　30コマ）

科目担当者

講義概要

1.

2.

3.

講義のすすめ方

成績評価の方法

日程 時間 担当者 講義概要

4月12日(火) 13:00～14:25 小川久貴子 授業オリエンテーション

4月12日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠の成立と診断

4月13日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 産褥期基礎知識確認テスト

4月13日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 母子相互作用、親役割獲得過程など助産学で用いられる理論

4月13日(水) 16:10〜17:35 土江田奈留美 母子相互作用、親役割獲得過程など助産学で用いられる理論

4月14日(木) 9:00〜10:25 土江田奈留美 分娩の概念とその歴史、分娩ケアの変遷

4月14日(木) 10:35〜12:00 土江田奈留美 根拠に基づいた助産ケア、EBMについて

4月14日(木) 13:00～14:25 土江田奈留美 分娩に関わる解剖生理

4月14日(木) 14:35～16:00 土江田奈留美 分娩の3要素

4月19日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊婦と胎児の生理的経過

4月19日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊婦と胎児の生理的経過

4月19日(火) 16:10〜17:35 竹内道子 妊娠期の異常

4月22日(金) 13:00～14:25 尾崎恭子 無痛分娩

4月26日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊婦の心理・社会的経過

4月26日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊婦の家族への出産準備

4月26日(火) 16:10〜17:35 竹内道子 妊婦の日常生活上のケア

4月27日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 乳汁分泌の解剖と生理

4月27日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 新生児の哺乳行動、栄養

5月6日(金) 13:00～14:25 正岡直樹 妊娠期の正常・異常

5月6日(金) 14:35～16:00 正岡直樹 妊娠期の正常・異常

5月6日(金) 16:10〜17:35 竹内道子 妊娠期スクリーニング（妊婦健診）

5月11日(水) 13:00～14:25 大原明子 糖尿病合併妊婦・産婦・褥婦のケア

5月20日(金) 13:00～14:25 尾崎恭子 帝王切開

6月2日(木) 9:00〜10:25 抜田博子 新生児の定義、新生児の生理機能〜呼吸、循環器など

6月2日(木) 10:35〜12:00 抜田博子 新生児の生理機能〜消化器系、新機能、神経系など

6月9日(木) 10:35〜12:00 抜田博子 乳幼児の発育・発達評価

6月9日(木) 13:00～14:25 抜田博子 正常経過にある乳幼児〜栄養・遊び・生活リズム

6月9日(木) 14:35～16:00 抜田博子 正常経過にある乳幼児〜予防接種、口腔ケア

6月22日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 試験（産褥期・新生児/乳幼児）

6月23日(木) 13:00～14:25 土江田、抜田 試験（分娩期）

助産学特論Ⅰ（基礎助産学）

〇小川　久貴子、尾崎　恭子、正岡　直樹、土江田　奈留美、竹内　道子、抜田　博子、大原　明子

助産学の基礎となる概念および理論をふまえ、周産期の女性と胎児・新生児のwell-beingおよび成長・発達を診断
するために必要な解剖・生理学の基礎を学ぶ。さらに、性と生殖に関する基礎的知識・健康問題に関する基礎的能
力を修得する。

到達目標

妊娠・分娩・産褥の各期における助産診断に必要な解剖・生理学の基礎的知識を学ぶ。

胎児・新生児のwell-beingおよび成長・発達を診断するために必要な解剖・生理学の基礎を学ぶ

事例に基づき、周産期の女性と胎児・新生児のwell-beingおよび成長・発達の助産診断を行なえる。

学習した内容に関するレポート、プレゼンテーション、ディスカッションなどの主体的な学習を通じて深める。

テキスト

助産師基礎教育テキスト,第1巻「助産概論」,山本あい子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第2巻「女性の健康とケア」,吉沢豊予子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第3巻「周産期における医療の質と安全」,成田伸,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第4巻「妊娠期の診断とケア」,森恵美,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第6巻「産褥期のケア/新生児期・乳幼児期のケア」,横尾京子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第7巻「ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア」,遠藤俊子,日本看護協会出版

10

参考文献
北川眞理子編集,生田克夫医学監修,「今日の助産　改訂第３版」,南江堂.

産婦人科診療ガイドライン－産科編2014

試験50％、事例レポート30％、出席・参加度20％とし、総合的に評価する。

講義日程

コマ数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

22

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

29

30

23

24

25

26

27

28
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科目名

科目担当者

講義概要

1.

2.

講義のすすめ方

成績評価の方法

日程 時間 担当者 講義概要

4月20日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 産褥期事例展開〜用語理解

4月20日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 産褥期事例展開〜用語理解

4月20日(水) 16:10〜17:35 土江田奈留美 産褥期事例展開〜用語理解

4月21日(火) 9:00〜10:25 土江田奈留美 分娩開始の診断、分娩進行状態の予測診断

4月21日(火) 10:35〜12:00 土江田奈留美 分娩開始の診断、分娩進行状態の予測診断

4月21日(火) 13:00～14:25 土江田奈留美

4月21日(火) 14:35～16:00 土江田奈留美

4月27日(水) 16:10〜17:35 土江田奈留美 母乳育児支援の実際

4月28日(火) 9:00〜10:25 土江田奈留美 分娩進行に伴う産婦と家族へのケア、分娩体験の想起

4月28日(火) 10:35〜12:00 土江田奈留美 母児の早期接触、分娩直後の授乳

4月28日(火) 13:00～14:25 土江田/潮田 分娩時の異常発生の予測

4月28日(火) 14:35～16:00 土江田/潮田 分娩時の異常とそのケア

5月10日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊娠経過から分娩経過の予測

5月10日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠期事例展開

5月10日(火) 16:10〜17:35 竹内道子 妊娠期事例展開

5月11日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 母乳育児支援の実際

5月12日(火) 9:00〜10:25 土江田/潮田 分娩時の異常とそのケア

5月12日(火) 10:35〜12:00 土江田/潮田 分娩期事例展開

5月13日(水) 13:00～14:25 正岡直樹 分娩期の正常と異常

5月13日(水) 14:35～16:00 正岡直樹 分娩期の正常と異常

5月19日(火) 9:00〜10:25 土江田/潮田 分娩期事例展開

5月19日(火) 10:35〜12:00 土江田/潮田 分娩期事例展開

5月19日(火) 13:00～14:25 土江田/潮田 分娩期事例展開

5月19日(火) 14:35～16:00 土江田/潮田 分娩期事例展開

5月26日(火) 9:00〜10:25 田幡純子 帝王切開のケア

5月26日(火) 10:35〜12:00 田幡純子 帝王切開のケア

5月26日(火) 13:00～14:25 潮田千寿子 特別な支援が必要な褥婦ケア

5月26日(火) 14:35～16:00 潮田千寿子 特別な支援が必要な褥婦ケア

6月1日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 事例のまとめ

6月2日(火) 13:00～14:25 抜田博子 新生児のアセスメント〜フィジカルアセスメント

6月2日(火) 14:35～16:00 抜田博子 新生児のアセスメント〜睡眠、覚醒など

6月7日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠期診断のまとめ

6月9日(木) 9:00〜10:25 抜田博子 乳幼児の健康診査〜各時期の健康診査の要点

6月14日(火) 13:00～14:25 竹内道子 試験

6月15日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 褥婦フィジカルアセスメント

6月16日(木) 9:00〜10:25 抜田博子 新生児期事例展開（1ヶ月健診時も含む）

6月16日(木) 10:35〜12:00 抜田博子 新生児期事例展開（1ヶ月健診時も含む）

6月16日(木) 13:00～14:25 抜田博子 新生児期事例展開（1ヶ月健診時も含む）

助産学特論Ⅱ（助産診断・技術学）　　　　　　　　　　　　　(5単位　38コマ）

〇土江田　奈留美、竹内　道子、抜田　博子、潮田 千寿子、田幡　純子

助産過程の展開に必要な診断の技法及び助産実践に必要な基本的な技術を学ぶ。さらに、性と生殖の健康問題について
相談・教育・援助活動ができる基礎的能力を修得する。

到達目標
妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期における助産診断および助産過程が習得できる。

各期の助産診断に基づき、健康教育案や助産ケアを立案できる。

各期の事例学習に関する助産診断をレポートしてプレゼンテーションを行い、ディスカッションを通して主体的に学習
を深める。

テキスト

助産師基礎教育テキスト,第4巻｢妊娠期の診断とケア｣,森恵美,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第5巻｢分娩期の診断とケア｣,町浦美智子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第6巻｢産褥期のケア/新生児期・乳幼児期のケア｣,横尾京子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第7巻｢ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア｣,遠藤俊子,日本看護協会出版

分娩進行中の産婦および胎児の健康状態の診断と
ケア（正常分娩の介助）7

参考文献

北川眞理子編集,生田克夫医学監修,「今日の助産　改訂第３版」,南江堂,2013.

仁志田博司著,「新生児学入門」,第４版, 医学書院,2012

母乳育児支援スタンダード第2版, 日本ラクテーションコンサルタント協会,2015.

試験50％、事例レポート30％、出席・参加度20％とし、総合的に評価する。

27

28

29

30

38

講義日程

コマ数

1

2

3

4

5

6

31

20

21

22

23

24

25

26

19

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

37

32

33

34

35

36
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科目名

　　(2単位　15コマ）

科目担当者

講義概要

1.

2.

3.

1.

2.

3.

成績評価の方法

日程 時間 担当者 講義概要

10月3日(月) 13:00～14:25 小川久貴子

10月3日(月) 14:35～16:00 小川久貴子

10月4日(火) 16:10〜17:35 武田智子

10月4日(火) 17:45〜19:10 武田智子

10月11日(日) 13:00～14:25 大舘博美
総合周産期母子医療センターの業務管理の実
際

10月11日(日) 14:35～16:00 潮田千寿子

10月11日(日) 16:10〜17:35 潮田千寿子

10月18日(火) 13:00～14:25 内田朋子
地域周産期母子医療センター、NICUの管理実
際

10月18日(火) 14:35～16:00 小川久貴子 助産管理（プレゼン・ディスカッション）

10月18日(火) 16:10〜17:35 小川久貴子 助産管理（プレゼン・ディスカッション）

10月18日(火) 17:45〜19:10 小川久貴子 助産管理（プレゼン・ディスカッション）

10月25日(火) 13:00～14:25 小川久貴子 助産管理（プレゼン・ディスカッション）

10月25日(火) 14:35～16:00 小川久貴子 助産管理（プレゼン・ディスカッション）

10月25日(火) 16:10〜17:35 抜田博子 グリーフケアとその管理

10月25日(火) 17:45〜19:10 抜田博子 グリーフケアとその管理

助産学特論Ⅳ（助産管理）

〇小川久貴子、竹内　道子、抜田　博子、潮田千寿子、大舘　博美、内田　朋子　（武田　智子）

専門職者としての助産所管理・運営能力や、施設・地域でのリーダーシップが発揮できるように、助産
マネジメントの理論や知識を修得する。

到達目標

病院・助産所等における助産師の役割、法的な責務等が理解できる。

周産期における医療事故の実態から助産業務の安全とその改善点を理解できる。

助産所における開設方法や経営管理、および産科嘱託医と緊急搬送体制を理解し、助産業務の安全対
策を考えられる。

講義のすすめ方

助産業務や助産マネジメントの理論について学習する。

院内助産システム（助産師外来の運営や、母子の安全性・快適性を主題にした分娩・産褥管理のあり
方など）や、そのシステム内での助産師の役割、法的な責務等が理解できる。

学習した内容に関するレポート、プレゼンテーション、ディスカッションなどの主体的な学習を通じ
て深める。

参考文献

助産師基礎教育テキスト,第3巻「周産期における医療の質と安全」,成田伸,日本看護協会出版会.

看護六法、新日本法規

新版　助産師業務要覧　第2版　基礎編　日本看護協会

助産所業務ガイドライン

産婦人科診療ガイドライン－産科編2014

ICM助産師の国際倫理綱領

課題レポート70％、出席・参加度30％とし、総合的に評価する。

講義日程

コマ数

1
病院の助産業務管理

2

3
助産所の助産業務管理、ICM倫理綱領

4

15

5

6
災害時の助産管理

7

8

9

10

11

12

13

14



- 183 -

科目名

(2単位　30コマ）

科目担当者

講義概要

1.

2.

3.

1.

2.

成績評価の方法

日程 時間 担当者 講義内容

5月11日(水) 16:10〜17:35 土江田奈留美 産褥期事例展開〜アセスメント

5月17日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊娠期事例展開

5月17日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠期事例展開

5月17日(火) 16:10〜17:35 竹内道子 妊娠期事例展開

5月18日(月) 9:00〜10:25 土江田奈留美 産褥期事例展開〜アセスメント

5月18日(水) 10:35〜12:00 土江田奈留美 産褥期事例展開〜アセスメント

5月24日(火) 10:35〜12:00 竹内道子 妊娠期事例展開

5月24日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊娠期事例展開

5月24日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠期事例展開

5月25日(水) 9:00〜10:25 土江田奈留美 産褥期事例展開〜ケア計画立案

5月25日(水) 10:35〜12:00 土江田奈留美 産褥期事例展開〜ケア計画立案

5月31日(火) 13:00～14:25 竹内道子 妊娠期事例展開

5月31日(火) 14:35～16:00 竹内道子 妊娠期事例展開

5月31日(火) 16:10〜17:35 竹内道子 妊娠期事例展開

6月1日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 ケア計画発表

6月7日(火) 13:00～14:25 竹内道子 ケア計画立案発表

6月8日(月) 13:00～14:25 土江田奈留美 新生児フィジカルアセスメント

6月8日(水) 14:35～16:00 土江田奈留美 沐浴、実技練習

6月15日(水) 13:00～14:25 土江田奈留美 新生児フィジカルアセスメント、沐浴テスト

6月15日(水) 16:10〜17:35 土江田奈留美 褥婦コミュニケーション技術

6月22日(水) 14:35～16:00 潮田千寿子 会陰部ケア（課題学習）

7月1日(金) 13:00～14:25 鈴木志帆 会陰部の切開・縫合

7月1日(金) 14:35～16:00 鈴木志帆 会陰部の切開・縫合

11月14日(月) 13:00～14:25 金野潤 超音波断層撮影（講義・演習）

11月14日(月) 14:35～16:00 金野潤 超音波断層撮影（講義・演習）

11月14日(月) 16:10〜17:35 金野潤 超音波断層撮影（講義・演習）

3月4日(土) 13:00～14:25 潮田千寿子 新生児蘇生講習会

3月4日(土) 14:35～16:00 潮田千寿子 新生児蘇生講習会

3月4日(土) 16:10〜17:35 潮田千寿子 新生児蘇生講習会

3月4日(土) 17:45〜19:10 潮田千寿子 新生児蘇生講習会

助産学演習Ⅰ（基礎助産学）

〇土江田　奈留美、竹内　道子、潮田　千寿子、鈴木　志帆、金野　潤

妊娠・分娩・産褥・新生児の正常と異常についての基礎的能力を学ぶ。

到達目標

妊娠・分娩・産褥・新生児の生理機能と異常の発生機序・症状・治療ケアについて学ぶ。

妊娠・分娩・産褥の超音波診断の基礎を理解できる。

会陰部の切開・縫合の基礎を理解できる。

講義のすすめ方
正常と異常な妊娠・分娩・産褥・新生児について学習する。

プレゼンテーション、ディスカッションなどの主体的な学習を通して深める。

テキスト

助産師基礎教育テキスト,第6巻「産褥期のケア/新生児期・乳幼児期のケア」,横尾京子,日本看護協会出版会

助産師基礎教育テキスト,第7巻「ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア」,遠藤俊子,日本看護協会出版

田村正徳監修,「新生児蘇生法テキスト」,メジカルビュー社,2011．

9

参考文献

梁 栄治著,「助産師と研修医のための 産科超音波検査」,診断と治療社,2010．

櫻木範明監修,「産科手術、必須術式の完全マスター」, メジカルビュー社,2010．

池ノ内克乙 ,他編「New エッセンシャル産科学・婦人科学」,医歯薬出版,2004．

試験50％、事例レポート30％、出席・参加度20％とし、総合的に評価する。

講義日程

コマ数

1

2

3

4

5

6

7

8

21

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

28

29

30

22

23

24

25

26

27
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授業科目および教員一覧 
 

授 業 科 目 名 科 目 担 当 者 

共
通
選
択
科
目 

心理学特論 岡部 大介 
統計学特論 坂田 成輝 
哲学特論 丹木 博一 
倫理学特論 鶴若 麻理 
研究方法特論 伊東 栄子、神山 暢夫  

看
護
基
礎
科
学 

食看護学特論 ＊今年度開講なし 
看護管理学特論 池田 真理 
看護管理学演習 池田 真理 
看護職生涯発達学特論 佐藤 紀子、宮子あずさ 

実
践
看
護
学 

クリティカルケア看護学 
・がん看護学特論 

飯岡由紀子 

ウーマンズヘルス特論 小川久貴子 
老年看護学特論 長江 弘子、坂井 志麻、原沢のぞみ 
解釈的精神看護学特論 田中美恵子 
解釈的精神看護学演習 田中美恵子 

地域看護学特論 清水 洋子、中田 晴美 
小児看護学特論 日沼 千尋、関森みゆき 

 
論文指導教員一覧 

 
分野名 担当教員 

看護基礎科学 池田 真理、佐藤 紀子 
実践看護学 飯岡由紀子、小川久貴子、長江 弘子、田中美恵子、 

清水 洋子、日沼 千尋 
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看護学研究科教員一覧 

専任教員 

氏 名 職 名 科目名 

池田 真理 教 授 看護管理学特論、看護管理学演習 

佐藤 紀子 教 授 看護職生涯発達学特論 

飯岡 由紀子 教 授 クリティカルケア看護学・がん看護学特論 

小川 久貴子 教 授 ウーマンズヘルス特論 

長江 弘子 教 授 老年看護学特論 

田中 美恵子 教 授 解釈的精神看護学特論、解釈的精神看護学演習 

清水 洋子 教 授 地域看護学特論 

日沼 千尋 教 授 小児看護学特論 

中田 晴美 准教授 地域看護学特論 

関森 みゆき 准教授 小児看護学特論 

伊東 栄子 准教授 研究方法特論 

神山 暢夫 准教授 研究方法特論 

坂井 志麻 講 師 老年看護学特論 

原沢のぞみ 講 師 老年看護学特論 
 
 

 
非常勤講師 

氏 名 科目名 

宮子 あずさ 

北島 勉 

岡部 大介 

坂田 成輝 

丹木 博一 

鶴若 麻理 

看護職生涯発達学特論 

地域看護学特論 

心理学特論 

統計学特論 

哲学特論 

倫理学特論 
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2 3

4 5

6 7

8 9

10 11

12 13

14 15

Walker & Avant 2008

Lorraine Walker & Kay Avant Strategies for theory construction in Nursing, 2005

Beth Rodgers & Kathleen Knafl Concept development in Nursing, 2000

1
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5 10 ( )

5 17 ( )

5 24 ( )

5 31 ( )

6 7 ( )

6 14 ( )

6 21 ( )

6 28 ( )

13 14

15

Spradley, J.P. , 2010.

5 6

7 8

9 10

11 12

1 2

3 4

Patricia Benner: Interpretive Phenomenology Embodiment, Caring, and Ethics in Health and
Illness, Sage Publications,1994

2006.

13:00 16:00

1995

L. :
2000

1996

W 2002

Riessman, C. K.: Narrative Analysis, A Sage University Paper, 1993.
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10 4 ( )

10 11 ( )

10 18 ( )

10 25 ( )

11 1 ( )

11 8 ( )

11 15 ( )

11 22 ( )

11 29 ( )

12 6 ( )

1 3

13:00 17:35

4 6

7 9

10 12

13 15

16 18

19 21

22 24

25 27

28 30

Riessman, C. K.: Narrative Analysis, A Sage University Paper, 1993.

Spradley, J.P. , 2010.

Patricia Benner: Interpretive Phenomenology Embodiment, Caring, and Ethics in Health and
Illness, Sage Publications,1994

2006.

: 1999
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